
真
新
し
い
建
物
の
上
部
は
、
警
察
官
の

制
服
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
紺
色
に
塗

ら
れ
、「
P
O
L
I
C
E
」
の
大
き
な
文
字

が
目
立
つ
。
４
月
１
日
に
開
庁
す
る
「
佐
賀

南
警
察
署
」。
県
内
最
大
級
の
新
警
察
署
と
、

進
化
す
る
佐
賀
市
の
治
安
対
策
に
つ
い
て
調

べ
た
。

警
察
力
強
化
を
目
指
し

　佐
賀
南
警
察
署
は
、
佐
賀
市
の
警
察
力
強

化
を
目
指
し
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
佐
賀

市
の
警
察
業
務
は
佐
賀
署
と
諸
富
署
で
管

轄
。
佐
賀
署
は
市
の
９
割
を
担
当
し
て
お

り
、
業
務
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
県
内
で
は
63
年
ぶ
り

（
1
9
5
4
年
の
改
正
警
察
法
施
行
で
現
体

制
と
な
っ
て
以
来
）
と
な
る
警
察
署
新
設
が

決
定
。
J
R
長
崎
本
線
を
目
安
に
自
治
会
単

位
で
南
北
に
分
割
、
従
来
の
佐
賀
署
を
「
佐

賀
北
警
察
署
」
に
、
新
設
署
を
「
佐
賀
南
警

察
署
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
諸
富
署

は
「
諸
富
交
番
」
と
な
る
。

　「佐
賀
南
警
察
署
」
が
新
設
さ
れ
た
の
は
、

南
部
バ
イ
パ
ス
を
佐
大
南
交
差
点
か
ら
南
下

し
て
す
ぐ
の
県
道
206
号
沿
い
の
場
所
だ
。
道

路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
は
、
新
し
い
病
院

や
、
ス
ー
パ
ー
が
立
ち
並
ぶ
。
庁
舎
の
裏
手

に
は
本
庄
公
園
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
市
中
心
部
ま
で
の

距
離
や
佐
賀
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
さ
ら
に

今
後
開
通
し
交
通
量
増
加
が
見
込
ま
れ
る
有

４月から新しく警察署が出来ると
聞いたけど、どう変わるのか調べて
ください!!

明
海
沿
岸
道
路
の
こ
と
な
ど
を
考
え
庁
舎
の

場
所
を
決
め
た
と
い
う
。

被
害
者
に
配
慮
し
た
相
談
室

　庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

で
、
延
べ
床
面
積
は
県
内
最
大
の
６
千
㎡
。

正
面
の
外
観
は
木
目
模
様
が
印
象
的
な
打

ち
っ
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕
上
げ
だ
。
吹
き

抜
け
か
ら
光
が
心
地
よ
く
降
り
注
ぐ
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
は
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。
署

員
が
剣
道
や
柔
道
の
稽
古
に
励
む
道
場
も
同

じ
く
県
産
材
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。
幅

広
い
市
民
が
来
庁
す
る
こ
と
を
考
え
、
い
ろ

ん
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
佐
賀
大
学
が
近

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ロ
ビ
ー
案
内
板
は

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
４
カ

国
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
、
流
し
台
を
備
え
た
授
乳
室
を
設
置
。
ト

イ
レ
は
、
車
い
す
、
高
齢
者
、
子
ど
も
連
れ

が
気
軽
に
使
用
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
。
犯
罪
被
害
者
支
援
も
充
実
し
て
い
る
。

相
談
室
は
専
用
の
出
入
り
口
や
ト
イ
レ
を
設

け
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
。
柔
ら
か
な
色

使
い
の
カ
ー
テ
ン
や
ソ
フ
ァ
な
ど
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
。
災
害

を
想
定
し
た
設
備
も
充
実
。
非
常
用
発
電
装

置
の
燃
料
３
日
間
分
を
備
蓄
、
屋
上
に
は

20 

kw
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
７
日
間
分
の
水
も
貯
蔵
で
き
る
。

 

自
治
会
と
対
話
し
線
引
き

　佐
賀
南
署
に
配
属
さ
れ
る
署
員
数
は
県
内

最
多
の
2
0
6
人
、
佐
賀
北
署
は
1
6
5

人
と
な
る
。
従
来
は
佐
賀
署
3
0
0
人
、

諸
富
署
50
人
だ
っ
た
の
で
、
佐
賀
市
全
域
で

考
え
る
と
署
員
数
も
増
員
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
各
管
轄
の
人
口
は
佐
賀
南
署
が
約

12
万
５
千
人
、
佐
賀
北
署
が
約
10
万
８
千
人
。

管
轄
の
線
引
き
は
各
自
治
会
と
対
話
を
重
ね

て
決
定
し
た
。
お
お
ま
か
に
は
J
R
の
線
路

で
南
北
に
分
か
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

線
路
を
ま
た
い
で
い
る
自
治
会
も
あ
る
。
車

庫
証
明
や
道
路
使
用
な
ど
の
許
認
可
事
務
、

防
犯
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
警
察
署
に
出
向

く
際
は
、「
管
轄
境
界
図
」
を
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。

　現
在
の
諸
富
署
は
３
月
31
日
に
閉
庁
し
諸

富
交
番
と
な
る
。
移
行
後
も
有
明
海
警
備
艇

の
担
当
者
を
配
置
す
る
ほ
か
、
福
岡
と
の
県

境
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
パ
ト
カ
ー
を
配

備
す
る
。
交
番
に
な
っ
て
も
地
域
治
安
の
要

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
許
認
可
事

務
は
佐
賀
南
署
で
受
け
付
け
る
。

　佐
賀
南
署
新
設
で
、
よ
り
安
全
安
心
に
な

る
佐
賀
市
。
事
件
事
故
に
直
面
し
た
と
き
は

「
南
北
ど
っ
ち
の
管
轄
だ
ろ
う
」
と
悩
ま
ず
、

「
110
番
」に
電
話
を
!!!

南と北の2警察署でより安全にA
佐賀北警察署
三瀬・富士・松梅・久保泉・金立・春日北・
春日・川上・兵庫・高木瀬・鍋島・若楠・
神野・開成

佐賀南警察署
勧興・循誘・巨瀬・赤松・日新・新栄・
蓮池・北川副・本庄・西与賀・嘉瀬・諸富・
南川副・西川副・中川副・大詫間・東与賀・
久保田

佐賀南警察署 ☎0952-23-6110
（４月１日午前０時から）

Q

受付ロビー リラックスした
雰囲気の被害者相談室

４ヶ国表示の案内板

新
入
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
、
４
月
は
新
た
な
生
活

が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
。
日
常
生
活
に
影
響
を
与

え
る
変
化
や
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
が
始
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
る
。
モ
テ
モ
テ
さ
が
で
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん

の
声
を
元
に
、
４
月
か
ら
変
わ
る
こ
と
を
調
べ
た
。
佐
賀

市
民
の
治
安
に
と
っ
て
大
き
な
変
更
点
で
あ
る
「
佐
賀
南

警
察
署
」
の
誕
生
や
、
子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
、
生
ま
れ

変
わ
っ
た
県
庁
本
館
、
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
明
治
維

新
1
5
0
年
事
業
の
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
生
活

に
関
わ
る
情
報
。
少
々
堅
苦
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ぜ

ひ
目
を
通
し
て
ほ
し
い
。

特   集

授乳室



県
警
本
部
横
の
公
園
に
あ
る
大
き
な
広
告
塔
に

「
明
治
維
新
」
と
「
佐
賀
は
世
界
を
見
て
い
た
。」

と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
で

し
ょ
う
か
？

来
年
は
明
治
維
新
150
年

　
　
　
　「博
覧
会
」を
開
催

1
8
6
8
年
の
明
治
維
新
か
ら

1
5
0
年
と
な
る
来
年
、
佐
賀
県
は

「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
を
開
催
す

る
予
定
。
広
告
塔
は
そ
の
こ
と
を
P
R
し

て
い
る
。
同
博
覧
会
の
目
的
は
明
治
維
新
に

関
す
る
佐
賀
の
偉
業
や
偉
人
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
志
を
未
来
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
。
今
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

 

科
学
技
術
と
人
材
輩
出

　幕
末
期
、
佐
賀
藩
は
藩
主
・
鍋
島
直
正
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
西
洋
の
科

学
技
術
を
積
極
的
に
導
入
、
教
育
を
改
革
し

多
様
な
人
材
を
育
成
し
た
。
近
代
化
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
日
本
初
と
な
る
、
鉄
製

大
砲
の
鋳
造
や
実
用
蒸
気
船
「
凌
風
丸
」
の

建
造
な
ど
先
進
的
事
業
を
推
進
。
教
育
改
革

で
は
藩
校
「
弘
道
館
」
を
拡
大
。
予
算
を
7

倍
に
す
る
と
と
も
に
、
敷
地
は
３
倍
に
な
り
、

現
在
の
徴
古
館
横
に
あ
る
「
弘
道
館
」
石
碑

か
ら
県
警
本
部
隣
の
公
園
ま
で
を
占
め
て
い

た
（
質
問
に
あ
っ
た
「
明
治
維
新
」
広
告
塔

も
か
つ
て
の
敷
地
内
に
建
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
）。
親
の
階
級
に
関
わ
ら
ず
全
藩
士
の

子
弟
の
入
学
を
認
め
た
。
優
秀
な
成
績
を
収

め
れ
ば
身
分
に
関
わ
ら
ず
抜
擢
す
る
一
方
、

成
績
が
悪
け
れ
ば
家
禄
を
減
ら
す
な
ど
〝
実

力
主
義
〟
を
徹
底
。
総
理
大
臣
を
２
度
務
め

た
大
隈
重
信
や
日
本
赤
十
字
社
の
創
設
者
・

佐
野
常
民
な
ど
、
明
治
維
新
を
支
え
た
人
材

を
輩
出
し
た
。
ま
た
、
西
洋
文
化
が
入
っ
て

く
る
長
崎
の
隣
に
位
置
す
る
地
理
的
要
因
、

陶
磁
器
に
代
表
さ
れ
る
工
業
技
術
の
伝
統
、

石
炭
の
生
産
な
ど
、
佐
賀
の
風
土
を
う
ま
く

生
か
し
た
。

維
新
精
神
で
佐
賀
の
未
来
を

　「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
は
来
年

３
月
に
開
幕
予
定
。
維
新
に
お
け
る
佐
賀
の

功
績
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
精
神
を
未
来
に
つ
な
げ
る
様
々
な

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
佐
賀
市
城
内
地
区

を
メ
イ
ン
エ
リ
ア
に
、
県
内
市
町
と
も
連
携

し
て
全
県
的
に
開
催
。
メ
イ
ン
エ
リ
ア
で
は

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
の
ほ
か
、
市
村
記
念
体

育
館
内
を
〝
テ
ー
マ
館
〟と
し
て
特
別
展
示

を
行
う
。
ま
た
佐
賀
市
に
あ
る
徴
古
館
や
大

隈
重
信
記
念
館
や
佐
野
常
民
記
念
館
な
ど
、

幕
末
維
新
に
関
連
し
た
県
内
各
所
と
も
連
動

し
盛
り
上
げ
て
い
く
。

　関
連
事
業
も
検
討
中
。「
現
代
の
弘
道
館
」

と
題
し
て
、
日
本
や
世
界
で
活
躍
し
て
い
る

「
郷
土
の
先
輩
」
を
招
い
て
授
業
を
し
て
も

ら
う
。
そ
の
模
様
は
w
e
b
ア
ー
カ
イ
ブ

化
し
て
、
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
体
験
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
定
と
い
う
。
幕
末
期
の
弘

道
館
は
教
育
改
革
に
よ
り
、
生
徒
数
１
千
人

の
マ
ン
モ
ス
校
に
な
っ
た
。
少
数
精
鋭
で
は

な
く
幅
広
く
教
育
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
代

を
切
り
開
く
俊
英
と
と
と
も
に
、
そ
の
発
想

を
実
現
す
る
人
材
も
生
み
出
し
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
教
師
の
絶
対
数
が
足
り
な
い

分
は
、
先
輩
が
後
輩
を
教
え
る
こ
と
で
補
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
校
風
を
現
代
に
よ
み

が
え
ら
せ
る
こ
と
で
「
佐
賀
の
風
土
を
生
か

し
て
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
く
の
か
」
を
考

え
る
場
に
な
る
。
４
月
か
ら
は
関
連
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
来
年
に
向
け
、
機
運
を
盛
り

上
げ
よ
う
!!

県
庁
の
古
い
建
物
の
工
事
が
終
わ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
中
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

県
産
木
材
の〝
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
〟

　面
談
室
や
県
政
展
示
施
設
も

約
１
年
間
を
か
け
た
耐
震
工
事
が
終
了

し
た
県
庁
本
館
。
４
月
か
ら
は
名
前

が
「
旧
館
」
に
変
わ
り
、
県
民
環
境
部
や
教

育
庁
な
ど
県
庁
の
部
局
が
入
る
ほ
か
、
新
し

い
施
設
が
で
き
る
。

 

「
円
」モ
チ
ー
フ
の
空
間

　旧
館
は
戦
後
す
ぐ
の
1
9
5
0
年
に
作
ら

れ
た
一
部
四
階
建
て
の
重
厚
な
建
物
。
正
面

玄
関
か
ら
入
り
、
石
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
入
る
と
左
手
に
木
の
温
か
み
に
満
ち
た
空

間
が
あ
る
。
県
産
木
材
で
内
装
さ
れ
た
〝
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
〟
面
談
室
「
E
N

−

え
ん

−

」

だ
。
曲
線
に
切
り
取
ら
れ
た
縦
ル
ー
バ
ー
状

の
板
が
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
大
小
の
丸
い

テ
ー
ブ
ル
を
柔
ら
か
く
包
む
。
や
や
小
さ
め

の
背
も
た
れ
が
印
象
的
な
椅
子
の
座
面
も
円

形
。
焼
き
物
や
バ
ル
ー
ン
、
み
か
ん
、
た
ま

ね
ぎ
、
丸
ぼ
う
ろ
な
ど
、
佐
賀
の
土
地
に
、

た
く
さ
ん
の
「
円
」
が
あ
る
こ
と
が
発
想
の

元
に
な
っ
た
と
い
う
。
主
に
県
庁
職
員
や
来

訪
者
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
待
ち
合
わ
せ
に
使

う
予
定
だ
が
、
温
か
な
照
明
の
効
果
も
あ
り
、

良
い
ア
イ
デ
ア
が
自
然
と
出
て
き
そ
う
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
に
な
っ
て
い
る
。

　設
計
は
佐
賀
市
の
建
築
士
・
川
﨑
康
広
さ

ん
が
担
当
。
施
工
・
家
具
製
作
は
諸
富
町
の

家
具
メ
ー
カ
ー
が
行
っ
た
。
曲
線
を
立
体
的

に
組
み
合
わ
せ
た
り
、
細
か
い
面
取
り
や
木

の
肌
触
り
が
魅
力
的
な
仕
上
げ
な
ど
、
先
進

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
家
具
産
地
の
高
い
技
術
力

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
〝
作
品
〟
と
な
っ
て
い

る
。　今

回
の
改
修
は
県
の
「
さ
が
つ
く
木
の
イ

ン
テ
リ
ア
創
出
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
。
同
事
業
は
県
産
木
材
に
よ
る
「
木
の

イ
ン
テ
リ
ア
」
で
商
業
ス
ペ
ー
ス
や
オ
フ
ィ

ス
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
モ
デ
ル
ル
ー

ム
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
県
出
身
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

物
件
を
多
く
手
掛
け
る
馬
場
正
尊
さ
ん
の
監

修
の
も
と
、
建
築
士
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
設
計
・

監
理
に
か
か
る
費
用
を
県
が
助
成
す
る
と
い

う
仕
組
み
だ
。
新
行
政
棟（
4
月
か
ら「
新
館
」

に
名
称
変
更
）
10
階
に
も
川
﨑
さ
ん
デ
ザ
イ

ン
の
面
談
室
「
T
S
U
M

−

つ
む

−

」
が
完

成
。
そ
の
ほ
か
県
内
の
N
P
O
や
企
業
の

事
務
所
の
改
修
を
す
る
。「
素
敵
な
空
間
に

改
修
し
た
い
が
、
設
計
費
ま
で
は
な
か
な
か

捻
出
で
き
な
い
」
と
い
う
民
間
事
業
者
は
建

築
費
の
負
担
だ
け
で
「
県
産
材
を
使
っ
た
良

い
デ
ザ
イ
ン
」
の
空
間
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
出
来
る
上
、
設
計
者
も
施
工
業
者
も
新
た

な
デ
ザ
イ
ン
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
技
術
力
が

向
上
、
最
終
的
に
県
産
木
材
の
利
用
方
法
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
P
R
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
一
石
〝
何
〟
鳥
に
も

な
る
面
白
い
事
業
だ
。

 

〝
知
事
気
分
〟で
県
政
学
ぶ

　旧
館
２
階
に
は
県
政
を
紹
介
す
る
施
設

「
県
庁
c
l
a
s
s
」
が
４
月
３
日
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
。「
佐
賀
っ
て
ど
う
い
う
と
こ

ろ
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
「
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム
」
を
新
し
く
作
る
。「
消
防
団
組
織

率
が
全
国
１
位
」
な
ど
の
県
に
関
す
る
統
計

デ
ー
タ
の
ほ
か
、
佐
賀
県
の
主
な
出
来
事
や

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
な
ど
を
パ
ネ
ル

展
示
す
る
。
旧
知
事
室
と
旧
来
賓
室
は
内
装

を
そ
の
ま
ま
活
用
。
旧
来
賓
室
は
見
学
の
み

だ
が
、
旧
知
事
室
で
は
「
知
事
の
椅
子
」
に

座
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。〝
知
事
気
分
〟

で
県
政
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
!!
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食べられる名刺  で、佐賀海苔を   
                 全国 PRしています。

小
学
生
の
医
療
費
助
成
が
拡
充
さ
れ

る
っ
て
聞
き
ま
し
た
が
ど
う
な
る
ん
で

す
か
？

の
り
に
名
前
を
印
刷
？ 

し
て
作
っ
た

「
名
刺
の
り
」
が
あ
る
っ
て
聞
い
た
ん
で

す
が
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

特
撮
テ
イ
ス
ト
の
「
ガ
タ
バ
ト
ル

～
愛
の
戦
士
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ 

VS

甲
殻
の
騎
士
シ
オ
マ
ネ
キ
～
」
や
S
F

風
味
で
ワ
ラ
ス
ボ
を
紹
介
す
る
「
W
・

R
・
S
・
B
」
な
ど
、
ヒ
ネ
リ
の
効
い

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
た
佐

賀
市
が
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
た
。
そ

の
名
も
「
名
刺
の
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

全
国
一
の
生
産
量
と
高
い
品
質
を
誇
る

「
佐
賀
海
苔
」
の
ブ
ラ
ン
ド
と
美
味
し

さ
を
全
国
に
広
く
伝
え
る
べ
く
、
佐
賀

海
苔
で
出
来
た
食
べ
ら
れ
る
名
刺
（
＝

名
刺
の
り
）
を
、「
佐
賀
海
苔
」
を
愛

す
る
、
は
な
わ
さ
ん
な
ど
佐
賀
市
出
身

の
著
名
人
や
地
元
名
士
（
＝
の
り
名
士
）

た
ち
に
佐
賀
県
外
に
配
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
美
味
し
さ
を
全
国
に
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
壮
大
な
作
戦
だ
。

レ
ー
ザ
ー
加
工
で
製
作

　全
国
の
生
産
量
の
約
４
分
の
１
を
占

め
、
販
売
額
、
販
売
量
と
も
に
13
年
連

続
日
本
一
を
誇
る
「
佐
賀
海
苔
」。
日

本
を
代
表
す
る
産
地
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、一
般
に
は
「
有
明
の
り
」
や
「
有

明
海
産
の
り
」
と
し
て
流
通
す
る
た
め
、

そ
の
認
知
度
は
低
い
と
い
う
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
そ
ん
な
現
状
を
打
破
す
る

こ
と
を
目
的
に
今
年
２
月
６
日
（
海
苔

の
日
）
に
発
表
さ
れ
た
。

　「
名
刺
の
り
」
は
一
般
的
な
名
刺
の

大
き
さ
の
佐
賀
海
苔
の
表
面
に
、
肩
書

き
や
氏
名
な
ど
を
特
殊
な
レ
ー
ザ
ー
加

工
で
刻
ん
で
い
る
。
バ
ル
ー
ン
や
ワ
ラ

ス
ボ
、
佐
賀
錦
な
ど
、
佐
賀
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
モ
チ
ー
フ
８
種
類
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
市
P
R
に
一

役
買
う
。
実
際
に
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
衛
生
面
に
も
配
慮
し
、
１

枚
ず
つ
包
装
し
て
い
る
。

 

「
の
り
名
士
」が
配
布

　宣
伝
を
担
当
す
る
「
の
り
名
士
」
は

約
50
人
。
俳
優
の
村
井
國
夫
さ
ん
ら

著
名
人
の
ほ
か
、
地
元
を
中
心
に
活
動

す
る
有
明
ガ
タ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
ゆ
る
キ
ャ

ラ
、
さ
ら
に
秀
島
敏
行
・
佐
賀
市
長
ら

佐
賀
市
関
係
者
、
海
苔
を
生
産
し
て
い

る
佐
賀
有
明
海
漁
協
関
係
者
、
古
湯
温

泉
、
佐
賀
市
内
の
旅
館
の
女
将
さ
ん
た

ち
、
市
内
企
業
の
代
表
者
な
ど
が
〝
任

命
〟さ
れ
て
い
る
。「
の
り
名
士
」
は
２

月
６
日
か
ら
１
カ
月
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
前
が
刻
ま
れ
た
「
の
り
名
士
」
を

県
外
の
人
1
0
0
人
に
配
布
。

　同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ム
ー
ビ
ー
も
公
開
中
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
佐
賀
市
の
「
の
り
名

士
」
た
ち
が
立
ち
上
げ
る
様
子
を
描
い

て
い
る
。
知
り
合
い
の
佐
賀
市
民
に
よ

る〝
ノ
リ
ノ
リ
〟の
怪
演
を
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
ほ
し
い
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
海

上
の
宝
」
は
福
岡
市
出
身
の
舞
台
女
優
・

熊
本
亜
紀
さ
ん
が
歌
唱
。
雄
大
な
有
明

海
の
自
然
を
歌
い
上
げ
て
い
る
。

　美
味
し
く
食
べ
れ
る
名
刺
は
、
話
題

を
呼
ぶ
こ
と
請
け
合
い
だ
。
小
腹
が
空

い
た
と
き
や
、
お
酒
の
つ
ま
み
が
な
い

と
き
に
あ
る
と
嬉
し
い
。
で
き
れ
ば
自

分
の
「
名
刺
の
り
」
を
作
っ
て
み
た
い

の
だ
が
…
。

通院、調剤に  も適用。
  でも大事に  使いましょう！

よ
り
手
厚
く
便
利
に
！ 
４
月
１

日
か
ら
佐
賀
市
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
が
拡
充
す
る
。
こ
れ
ま
で
小
学

生
は
入
院
の
み
だ
っ
た
の
が
、
通
院
と

調
剤
で
も
助
成
が
O
K
に
。
手
続
き
も

病
院
・
調
剤
薬
局
の
窓
口
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
は
０
歳

か
ら
中
学
生
ま
で
。
し
か
し
「
０
歳

か
ら
小
学
校
生
就
学
前
ま
で
」、「
小
学

生
」、「
中
学
生
」
で
助
成
内
容
が
異
な

る
。「
０
歳
か
ら
小
学
校
生
就
学
前
ま

で
」
は
入
院
、
通
院
、
調
剤
の
全
て
で

助
成
を
受
け
ら
れ
る
が
、こ
れ
ま
で
「
小

学
生
」、「
中
学
生
」
は
入
院
の
み
だ
っ

た
。
４
月
以
降
は
「
小
学
生
」
も
入
院
、

通
院
、
調
剤
の
全
て
で
助
成
が
受
け
ら

れ
る
。

 
１
回
上
限
500
円
負
担

　「小
学
生
」
の
医
療
費
助
成
の
保
護
者

負
担
額
は
、
病
院
や
調
剤
薬
局
の
利
用

回
数
で
変
わ
っ
て
く
る
。
基
本
的
に
県

内
の
病
院
、
調
剤
薬
局
を
利
用
し
た
場

合
は
、
病
院
ご
と
、
調
剤
薬
局
（
処
方

せ
ん
１
枚
を
１
回
と
カ
ウ
ン
ト
）
ご
と

に
、
１
回
上
限
5
0
0
円
を
負
担
（
窓

口
で
の
請
求
額
が
5
0
0
円
未
満
の

場
合
は
、
そ
の
額
で
１
回
と
み
な
す
）。

同
月
中
に
同
じ
病
院
、
同
じ
調
剤
薬
局

を
複
数
回
利
用
し
た
場
合
、
３
回
目
以

降
は
保
護
者
負
担
は
な
い
。
つ
ま
り
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
や
薬
局
を
持
っ
て

お
く
と
助
成
補
助
が
よ
り
手
厚
く
な

る
。
入
院
は
ひ
と
月
最
大
1
0
0
0

円
の
負
担
。
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な

い
医
療
費
で
あ
る
、
健
康
診
断
や
予
防

接
種
の
費
用
、
初
診
加
算
料
（
2
0
0

床
以
上
の
病
院
を
紹
介
状
な
し
で
受

診
）、
薬
の
容
器
代
な
ど
に
つ
い
て
は

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
注
意
が
必

要
だ
。

　手
続
き
も
よ
り
簡
単
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
「
小
学
生
」
の
入
院
の
医
療
費
助

成
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
一
部
自
己
負

担
金
額
（
医
療
費
の
３
割
）
を
全
額
支

払
っ
た
後
、
市
役
所
で
申
請
し
、
保
護

者
負
担
額
を
控
除
し
た
差
額
が
指
定
口

座
に
払
い
戻
さ
れ
て
い
た
。
４
月
以
降

は
県
内
の
医
療
機
関
と
調
剤
薬
局
の
窓

口
に
健
康
保
険
証
と
「
子
ど
も
の
医
療

費
受
給
資
格
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）」
を

提
示
す
る
手
続
き
だ
け
で
O
K
に
な

る
。
そ
れ
以
外
の
県
外
の
医
療
機
関
や

調
剤
薬
局
の
場
合
は
市
役
所
で
の
申
請

が
必
要
。「
資
格
証
」
取
得
は
、
対
象

世
帯
（
新
２
年
生
～
新
６
年
生
が
い
る

世
帯
）
に
２
月
上
旬
中
に
送
付
さ
れ
て

い
る
申
請
書
を
記
入
し
、
同
封
さ
れ
て

い
る
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
必
要
が

あ
る
。
４
月
ま
で
に
忘
れ
ず
に
。
ま
だ

お
済
み
で
な
け
れ
ば
早
め
に
手
続
き
し

よ
う
!! 

な
お
、
現
在
、
緑
色
の
資
格
証

を
持
っ
て
い
る
新
１
年
生
の
手
続
き
は

不
要
。

 

家
庭
で
健
康
管
理
を
!!

　今
回
の
子
ど
も
医
療
費
拡
充
に
関
連

し
て
増
額
さ
れ
た
予
算
は
２
億
１
千
万

円
。
佐
賀
市
民
の
税
金
か
ら
こ
れ
だ
け

の
大
き
な
お
金
が
使
わ
れ
る
。
助
成
が

手
厚
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に

考
え
な
い
で
、
大
事
に
使
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
や
生

活
リ
ズ
ム
、
う
が
い
や
手
洗
い
な
ど
、

家
庭
で
の
健
康
管
理
に
心
が
け
よ
う
!!

子育て支援部こども家庭課
子育て給付係（4 月から改組）問い合わせ 0952-40-7252TEL
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名刺のりプロジェクト　http://www.saga-city.jp/nori/


